
1336，1337，
1357

ガラス製又は陶
製容器 0•5‰ １‰ 15‰

プラスチック製
容器 0•5‰ １‰ 15‰

金属製容器 0•5‰ １‰ 15‰

プラスチック袋 0•5‰ １‰ 15‰

1310 ガラス製又は陶
製容器 0•5‰ 0•5‰ 0•5‰

プラスチック製
容器 0•5‰ 0•5‰ 0•5‰

金属製容器 0•5‰ 0•5‰ 0•5‰

プラスチック袋 0•5‰ 0•5‰ 0•5‰

1349 ガラス製又は陶
製容器 0•5‰ ` 15‰

プラスチック製
容器 0•5‰ ` 15‰

金属製容器 0•5‰ ` 15‰

プラスチック袋 0•5‰ ` 15‰

1320，1321，
1322，1344，
1348，1517，
3317

ガラス製又は陶
製容器 0•5‰ １‰ 15‰

プラスチック製
容器 0•5‰ １‰ 15‰

金属製容器 0•5‰ １‰ 15‰

プラスチック袋 0•5‰ １‰ 15‰

1571，2852 ガラス製又は陶
製容器 0•25‰ ` 0•5‰

プラスチック製
容器 0•25‰ ` 0•5‰

3474 ガラス製又は陶
製容器 0•5‰ 0•5‰ 0•5‰

プラスチック製
容器 0•5‰ 0•5‰ 0•5‰

「452」は、次の容器及び包装等を示す。

国連
番号

組 合 せ 容 器

内 装 容 器 内装容器当たり
の許容質量

包装物当たりの
許容質量 外 装 容 器

2555 ガラス製又は陶製容器 １‰ １Ｂ２，１Ｄ，
１Ｇ，１Ｈ１，
１Ｈ２，１Ｎ２，
３Ａ２，３Ｂ２，
３Ｈ１，３Ｈ２，
３Ｎ２，４Ａ，
４Ｂ，４Ｃ１，
４Ｃ２，４Ｄ，
４Ｆ，４Ｇ，４
Ｈ１，４Ｈ２，
４Ｎ

プラスチック製容器 １‰
15‰

金属製容器 １‰

プラスチック袋 １‰

2556 ガラス製又は陶製容器 １‰

プラスチック製容器 １‰
１‰

金属製容器 １‰

プラスチック袋 １‰

2557 ガラス製又は陶製容器 １‰

プラスチック製容器 １‰
１‰

金属製容器 １‰

プラスチック袋 １‰

~１）水、アルコール又は粘液性物質の減少を防ぐように設計及び製造されていること。
２）容器は爆発的な過剰な圧力を超える圧力及び300kPa（３bar）を超える圧力を開放する
よう組み立てられ、かつ、閉じられていること。

「453」は、次の容器及び包装等を示す。

国連
番号

組 合 せ 容 器 単一容器又は複合容器

内 装 容 器
内装容器
当たりの
許容質量

包装物当
たりの許
容質量

外装容器
包装物当
たりの許
容質量

容器の種類

2555 ガラス製又は陶製容器 １‰ １Ｂ２，
１Ｄ，１
Ｇ，１Ｈ
１，１Ｈ
２，１Ｎ
２，３Ａ
２，３Ｂ
２，３Ｈ
１，３Ｈ
２，３Ｎ
２，４Ａ，
４Ｂ，４
Ｃ１，４
Ｃ２，４
Ｄ，４Ｆ，
４Ｇ，４

１Ａ１，１
Ａ２，１Ｂ
１，１Ｂ２，
１Ｄ，１Ｇ，
１Ｈ１，１
Ｈ２，１Ｎ
１，１Ｎ２，
３Ａ１，３
Ａ２，３Ｂ
１，３Ｂ２，
３Ｈ１，３
Ｈ２，４Ａ，
４Ｂ，４Ｃ
１，４Ｃ２，
４Ｄ，４Ｆ，
４Ｇ，４Ｈ

プラスチック製容器 １‰
50‰ 50‰

金属製容器 １‰

プラスチック袋 １‰

2556 ガラス製又は陶製容器 １‰

プラスチック製容器 １‰
15‰ 15‰

金属製容器 １‰

プラスチック袋 １‰

平
成

™
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™
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™
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曜
日

(
号
外
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™
�
 
号
)

官
報

~１）国連番号が1310、1320、1321、1322、1344、1348、1349、1517及び3317の容器及び包装
の材質は、鉛を含まないものに限ること。
２）金属製容器は耐食性を有するものに限ること。
３）ガラス製又は陶製容器、プラスチック製容器は、不活性の吸収材を詰め、金属製容器又
は硬質のプラスチック製容器に収納した後、外装容器に収納すること。
４）水、アルコール又は粘液性物質の減少を防ぐように設計及び製造されていること。
５）容器は爆発的な過剰な圧力を超える圧力及び300kPa（３bar）を超える圧力を開放する
よう組み立てられ、かつ、閉じられていること。
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